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【手続補正書】
【提出日】平成24年9月3日(2012.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗浄水により便器を洗浄して汚物を排出する洗い落とし式便器であって、
　汚物受け面と、上縁部に位置するリム部と、これらの汚物受け面とリム部との間に形成
された棚部とを備えたボウル部と、
　上記ボウル部の棚部上に洗浄水を吐水して旋回流を形成すると共にその吐水方向が便器
前方方向である吐水部と、
　上記ボウル部の下方部分にその入口が接続され汚物を排出する排水トラップ管路と、を
有し、
　上記ボウル部の汚物受け面に、上記ボウル部の前方側から上記排水トラップ管路の入口
に向けて延びる側壁及び底面を備えた凹部が形成されていることを特徴とする洗い落とし
式便器。
【請求項２】
　上記凹部の底面の後方側の端部は便器洗浄中の溜水上昇水位より下方に位置すると共に
上記凹部の側壁の後方側の上端部は便器洗浄中の溜水上昇水位より上方に位置するように
形成されている請求項１記載の洗い落とし式便器。
【請求項３】
　上記凹部の底面が、上記ボウル部の前方側から上記排水トラップ管路の入口に向けて下
り勾配となるように形成されている請求項１又は請求項２記載の洗い落とし式便器。
【請求項４】
　上記凹部は、その便器前後方向に延びる中心軸が、上記排水トラップ管路の入口の便器
前後方向に延びる中心軸と、便器幅方向において、同軸となるように形成されている請求
項１乃至３の何れか１項に記載の洗い落とし式便器。
【請求項５】
　上記ボウル部の汚物受け面の前方部では、上記棚部を形成することなく、上記凹部の前
方部と上記リム部とが連続して形成されている請求項１乃至４の何れか１項に記載の洗い
落とし式便器。
【請求項６】
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　上記ボウル部の汚物受け面の後方側に、溜水を四方から取り囲むと共に溜水の水位上昇
時に洗浄水の旋回流の広がりを抑える縦壁部を形成し、この縦壁部が上記凹部の側壁とほ
ぼ同じ高さで連続して形成されている請求項１乃至５の何れか１項に記載の洗い落とし式
便器。
【請求項７】
　さらに、上記汚物受け面の側面に形成され溜水に向けて洗浄水を吐水して溜水を上下方
向に攪拌する第２吐水部を有する請求項１乃至６の何れか１項に記載の洗い落とし式便器
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明において、好ましくは、凹部の底面の後方側の端部は便器洗浄中の溜水上昇水位
より下方に位置すると共に凹部の側壁の後方側の上端部は便器洗浄中の溜水上昇水位より
上方に位置するように形成されている。
　このように構成された本発明においては、便器洗浄中に上昇した溜水が凹部内で滞留す
るので、押込み流れが水勢を得て排水トラップ管路の入口に向けて一気に流れ込み、それ
により、浮遊系汚物をより確実に排出することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
本発明において、好ましくは、凹部の底面が、ボウル部の前方側から排水トラップ管路の
入口に向けて下り勾配となるように形成されている。
このように構成された本発明においては、凹部の底面が下り勾配となるように形成されて
いるので、吐水部から吐水され凹部の側壁に衝突した洗浄水がスムーズに排水トラップ管
路の入口に向けて流れ込むので、浮遊系汚物をより確実に排出することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
ここで、凹部３２の底面３２ｃの後方側の端部３２ｅは便器洗浄中の溜水上昇水位Ｌ２よ
り下方に位置すると共に凹部３２の側壁の後方側の上端部３２ｆは便器洗浄中の溜水上昇
水位Ｌ２より上方に位置するように形成されている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
また、本実施形態の洗い落とし式便器１においては、凹部３２の底面３２ｃの後方側の端
部３２ｅは便器洗浄中の溜水上昇水位Ｌ２より下方に位置すると共に凹部３２の側壁３２
ａ，３２ｂの後方側の上端部３２ｆは便器洗浄中の溜水上昇水位Ｌ２より上方に位置する
ように形成されているので、便器洗浄中に上昇した溜水が凹部３２内で滞留し、押込み流
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れＣが水勢を得て排水トラップ管路１０の入口１０ａに向けて一気に流れ込み、それによ
り、浮遊系汚物をより確実に排出することができるようになっている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
また、本実施形態の洗い落とし式便器１においては、凹部３２の底面３２ｃが、ボウル部
８の前方側から排水トラップ管路１０の入口１０ｃに向けて下り勾配となるように形成さ
れているので、第１吐水口１８から吐水され凹部３２の側壁３２ｂに衝突した洗浄水がス
ムーズに排水トラップ管路１０の入口１０ｃに向けて流れ込むので、浮遊系汚物をより確
実に排出することができる。
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